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要 旨 

鉄道鉄筋コンクリートラーメン高架橋柱の耐震補強工法として APAT 工法を開発し、実用化してきた。こ

の APAT 工法で耐震補強した柱の変形性能を算定する手法は、縮小試験体の交番載荷試験結果を使用して提

案した。しかし、曲げ破壊が生じる柱には寸法効果があり、柱の変形性能は試験体が大きくなると低下する

との指摘がある。そこで、APAT 工法で補強した柱の実大試験体を作成して交番載荷試験を行い、断面寸法

が変形性能に与える影響について検討した。 

キーワード：鉄筋コンクリートラーメン高架橋、交番載荷試験、耐震補強、変形性能、寸法効果 

 

 
＊技術研究所 

１．まえがき 

 

著者らは、これまで既設の鉄道鉄筋コンクリート（以

下「RC」と記す）ラーメン高架橋柱の耐震補強工法と

して、「 APAT 工法」（ Aseismatic reinforcements by 

Precastblocks and Additional Tendons、以下「APAT 工法」

と記す）1) を開発してきた。これは、矩形断面の柱の側

面に、ポリマーセメントモルタルを介し、櫛形のプレ

キャストコンクリートブロック（以下「セグメント」と

記す）を張り付け、その外周にスパイラル状に加工した

亜鉛めっき鋼より線（以下「鋼より線」と記す）を巻立

て補強する工法である。（図－１参照） 

APAT 工法の利点としては、 

ⅰ．柱の損傷状況を柱四隅のセグメントの無い部分か

ら直接目視確認でき、セグメント表面に生じるひび

割れを介しても柱の損傷状況を推定できる 1),2) こと

から、復旧時の臨時点検を迅速かつ容易に行える 

ⅱ．鋼板巻立て工法と同等以上の変形性能を有し、人

力で容易に施工できる 

ⅲ．セグメントと鋼より線が柱コンクリートを効果的

に拘束することにより、せん断耐力の向上と優れた

変形性能を発揮する 

などが挙げられる。 

 APAT 工法の変形性能評価式として、耐震設計標準 3)

を準用して鋼より線とセグメントの拘束効果を見込んだ

式を 5/8 の縮小試験体の交番載荷試験に基づき提案して

いる 1)。曲げ破壊する柱の寸法効果に関する研究は少な

いが、奥らの研究4) によれば、曲げ破壊する T 形梁に対

する寸法の影響は、耐力に関しては見られないが、変形

性能は試験体が大きくなると劣るとの結果が示されてい

る。また、星隈らの研究5) によれば、曲げ破壊する柱の

荷重－変位曲線は試験体の大小にかかわらず比較的よく

一致したとある。さらに、文献 6) によると、鉄道 RC

ラーメン高架橋の柱を鋼板巻立て工法で耐震補強した場

合の塑性ヒンジ回転角は 600/柱幅（mm）に比例すると

している。そこで、APAT 工法で耐震補強した実大試験

体の交番載荷試験を行い、断面寸法が変形性能に与える

影響について検討した。 

 

２．試験体の諸元 

 

補強対象とする既設 RC 柱は、昭和 54 年制定の「耐

図－１ APAT工法概念図 
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震設計指針（案）解説」7) 以前の基準に基づいて設計さ

れた RC ラーメン高架橋柱（断面寸法 80×80cm）とし

た。この試験体は、せん断補強がなされない場合、設計

に用いる材料強度で安全係数を考慮し、コンクリート設

計標準8) に準拠して算定したせん断耐力比が 0.4 となり、

せん断破壊するものである。表－１に試験体の諸元、図

－２に試験体の配筋と補強詳細図、図－３にセグメント

標準図を示す。 

補強は、表－１に示すように、設計に用いる材料強

度で安全係数を考慮し、コンクリート設計標準8) に準拠

して算定したせん断耐力比が 1.0 となる量の鋼より線φ

12.0mm @100mm でセグメントを巻き立てるものである。 

 

３．載荷方法 

 

載荷は、写真－１に示す載荷装置を用い、試験体頭部

に一定の軸力（上部工の死荷重と活荷重に相当する圧縮

応力度 3.7N/mm2）を加えた状態で正負交番の水平力を

加えるものである。 

荷重ステップは、軸方向鉄筋が降伏する時点（1δy）

までは荷重制御で載荷、以降の載荷は変位制御とし、降

伏変位の偶数倍の変位を各 3 サイクルずつ載荷した。以

下、水平ジャッキを押し出す方向の水平荷重・水平変位

を「＋」で、水平ジャッキを引き戻す方向の水平荷重・

水平変位を「－」として記す。また、「荷重」および

「変位」は水平荷重載荷点の水平荷重、水平変位を意味

するものとする。 

 

４．交番載荷試験結果 

 

4.1 荷重と変位の関係 

交番載荷試験結果一覧表を表－２、荷重－変位曲線を

図－４に示す。なお、荷重は軸力による偏心曲げモーメ

図－２ 試験体の配筋と補強詳細図（単位mm）

図－３ セグメント標準図（mm） 

表－１ 試験体の諸元 
補強方法 APAT 工法で補強 

柱形状 

断面寸法 80×80cm 
有効高さ d=74cm 

せん断スパン a=260cm 
せん断スパン比 a/d＝3.51 

軸方向鉄筋
D32（SD345） 20 本 
引張鉄筋比 0.8％ 

鉄筋
帯鉄筋 

φ9（SＲ235）@150mm 
帯鉄筋比 0.106％ 

柱 
目標強度 24 N/mm2 

粗骨材の最大寸法 20mm コンク
リート 

ベース
目標強度 30 N/mm2 

粗骨材の最大寸法 20mm 

鋼より線 

亜鉛めっき鋼より線 
2 号(a)1 種 A 級 

φ12.0mm @100mm 
補強筋比 0.22% 補強

部材

セグメント

幅 60cm、標準高さ 50cm 
中心部厚さ 10cm 

 設計基準強度 40 N/mm2 

  最大粗骨材寸法 20mm 
柱下端無補強区間 50mm 
軸方向圧縮応力度 3.7 N/mm2 

写真－１ 載荷装置
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ントの影響を荷重に換算し補正した。試験体は、最大荷

重時変位 117.7mm、終局変位 178.0mm の変形性能を示

し、その荷重－変位性状は、降伏後水平荷重がほぼ一定

のまま変形が増大し、履歴形状は吸収エネルギーの大き

い安定した形を示した。繰返し荷重により耐力低下が顕

著にならない最大の変位時で定義される最大荷重時9) の

6δy 以降は、柱下端から 0.5D（400mm 、D：柱断面高

さ）区間の軸方向鉄筋の座屈、かぶりコンクリートのは

らみ出しに伴う最下段のセグメントのはらみ出しがあり、

柱下端から約 0.5D（400mm）区間のコンクリートが剥

落して曲げ破壊した。10δy では耐力の低下が顕著にな

り、7 本の軸方向鉄筋が破断した。 

4.2 5/8縮小試験体との比較 

APAT 工法の変形性能算定式を検討した文献 1) に示

(a) 実大試験体 最終状況10δy (b) 実大試験体 セグメント撤去後 

(d) 縮小試験体 セグメント撤去後 (c) 縮小試験体 最終状況14δy 

載荷面 載荷面

載荷面載荷面 

図－６ 損傷状況の比較 
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図－４ 荷重－変位曲線 

表－２ 試験結果一覧表 

 荷重（kN） 変位（mm） 

降伏時 930 20.5 

最大荷重時 1130 117.7 

終局時 930 178.0 

荷重が正の値で算定 
降伏時：軸方向鉄筋のひずみが降伏ひずみに達した時点 
最大荷重時：繰返し荷重により耐力低下が顕著にならない 

最大の変位時 9)  
終局時：荷重－変位曲線の包絡線において、荷重が降伏荷 

重を下回らない最大の変位時 

(a) 実大試験体 (b) 縮小試験体 (c) 実大試験体と縮小試験体

の比較（包絡線） 
図－５ 荷重－変位曲線の比較 
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される 5/8 縮小試験体は、本報告の実大試験体を縮小し

た試験体ではない。したがって、引張鉄筋比等が異なる

ため縮小試験体と実大試験体を比較すべきではないが、

相違点があることを認識した上で、文献 1) に示される

断面寸法 500×500mm の縮小試験体 AP-3 と比較した。 

図－５に、実大試験体と縮小試験体の荷重－変位曲

線の比較を示す。両試験体は大きさが異なるので、荷重

は降伏荷重で正規化し、変位は部材角で示した。両試験

体の履歴性状には大きな違いは認められなかった。変形

性能は、縮小試験体に比べ実大試験体の方が僅かではあ

るが低下した。 

図－６に、実大試験体と縮小試験体の損傷状況の比較

を示す。両試験体のせん断ひび割れ状況や曲げひび割れ

状況には大きな違いは認められなかった。しかし、縮小

試験体の軸方向鉄筋は破断しなかったが、実大試験体の

軸方向鉄筋は破断した。軸方向鉄筋の破断伸びは、実大

試験体が 20.6%、縮小試験体が 19.5%とほぼ同等の値で

あった。実大試験体の方が縮小試験体に比べ交番載荷試

験終了後に測定した座屈変位／座屈長の値が大きいため

に軸方向鉄筋の破断が生じたとも考えられるが、縮小試

験体の座屈変位／座屈長の値は測定しなかったため断定

はできない。ちなみに、実大試験体の座屈変位／座屈長

の値は 0.16～0.2 であり、縮小試験体 AP-3 より薄型の

セグメントを用いた別の 5/8 縮小試験体の座屈変位／座

屈長の値は、0.05～0.06 であった。 

また、セグメントに表れるひび割れは、せん断ひび割

れ、曲げひび割れ、ともに実大試験体より縮小試験体の

方が多いが、これは、セグメントの厚さが一因と考える

ことができる。 

 

５．変形性能 

 

前章に示したように、実大試験体は縮小試験体より変

形性能が僅かではあるが低下する結果となった。実大試

験体と縮小試験体で大きく異なる点は、断面寸法、引張

鉄筋比、軸方向圧縮応力度である。 

軸方向圧縮応力度に関しては、縮小試験体で同一試験

体、同一補強方法で軸方向圧縮応力度のみを 1.0 N/mm2

と 7.0N/mm2 と異なるものにして交番載荷試験を実施し

た結果によると、終局変位はそれぞれ 119.9mm、

117.2mm とほぼ同一の変形性能が得られた。また、

APAT 工法と補強工法が異なるが、同一の試験体で軸方

向圧縮応力度を 1.0N/mm2 と 4.0N/mm2 とした交番載荷

試験結果でも、終局変位はそれぞれ 72mm、70mm とほ

ぼ同一の変形性能が得られた 10)。これにより、1.0～

7.0N/mm2 程度の軸方向圧縮応力度の範囲では軸方向圧

縮応力度が変形性能に与える影響は小さいことがわかる。 

鉄道 RC ラーメン高架橋柱を対象とした APAT 工法の

変形性能評価式として、耐震設計標準3) を準用して鋼よ

り線とセグメントの拘束効果を見込んだ式を縮小試験体

の載荷試験に基づき提案している 1)。APAT 工法の変形

性能評価式は、図－７に示す、Y 点荷重、M 点荷重、Y

点変位、N 点変位には、耐震設計標準3) を準用し、M 点

変位の算定には、帯鉄筋と鋼より線からなる横拘束筋の

関数で示される塑性ヒンジの回転角に、セグメントと鋼

より線による拘束効果を見込んだ式を用いるものである。 

以下に、Y 点、M 点、N 点の評価法について示す。

以下の評価法において、セグメントは考慮しないものと

する。 

Y 点は、軸方向鉄筋が引張降伏するときの曲げモーメ

ント My と変位 y で与えられる点である。曲げモーメ

ント My は、鉄筋コンクリート断面として、平面保持を

仮定してコンクリートと鉄筋の応力ひずみ関係にコンク

リート設計標準 8) に示されるものを用いて算定する。

y は式(1)で算定する3)。 

10 yyy   (1) 

ここに、 0y  ：軸方向鉄筋降伏時におけるく体変形に

よる変位（以下「く体曲げ変位」と記

す） 

1y  ：軸方向鉄筋降伏時におけるベース内か

らの軸方向鉄筋の抜出しによる回転変

位（以下「抜出し変位」と記す） 

M 点は、コンクリートの最外縁に生じる圧縮ひずみ

がεc = 0.0035 となるときの曲げモーメント Mmと変位

m で与えられる点である。曲げモーメント Mm は、鉄

筋コンクリート断面として My と同様の方法で算定する。

m は、式(2)で算定する1)。 

1mmpmbm  (2) 

ここに、 mb  ：M 点におけるく体変形のうち塑性ヒ

ンジ部以外のく体曲げ変位 

mp  ：M 点におけるく体変形のうち塑性ヒ

ンジ部の曲げ変形による変位で、セグ

メントや亜鉛めっき鋼より線による拘

束効果を考慮したもの（以下「塑性ヒ

ンジ変位」と記す） 

図－７ 部材端部の曲げモーメントと

柱変位の関係

Ｍc：曲げひび割れ発生時の曲げモーメント

Ｍy：降伏時の曲げモーメント

Ｍm：最大曲げモーメント
δc：曲げひび割れ発生時の柱変位

δy：降伏時の柱変位

δm：Ｍmを維持できる最大の柱変位

δn：Ｍyを維持できる最大の柱変位

Ｍ

δ

Ｃ

Ｙ

Ｍ

Ｎ
Ｍm
Ｍy

Ｍc

δc δy δm δn
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図－８ 横拘束筋比と塑性ヒンジ回転角 

2/papmmp LL   (3) 

ここに、 aL  ：せん断スパン 

pL  ：等価塑性ヒンジ長 

ap LdL 05.05.0  

d   ：断面の有効高さ 

pm  ：塑性ヒンジの回転角 

153.079.0

'

t

pm
pm

p
  (4) 

013.0021.0' 0 swswwpm pkpk   (5) 

ただし、 07.0'pm   (6) 

78.0153.079.0 tp  (7) 

0wk  ：帯鉄筋強度を考慮する係数 

 390/0 wyw fk  

wyf  ：帯鉄筋の引張降伏強度（N/mm2） 

wp  ：帯鉄筋比（%） 

tp  ：引張鉄筋比（%） 

wsk  ：鋼より線強度を考慮する係数 

 390/syws fk  

syf  ：鋼より線の引張降伏強度（N/mm2） 

sp  ：鋼より線比（せん断補強筋比） 

 ：セグメントと鋼より線による拘束効果

を補正する係数 

1m  ：M 点におけるベース内からの軸方向

鉄筋の抜出しによる回転変位 

N 点は、降伏荷重を維持できる最大変位と定義され

る。曲げモーメント Mn は My で評価する。 n は、式

(8)で算定する。 

1nnpnbn  (8) 

ここに、 nb  ：N 点におけるく体変形のうち塑性ヒン

ジ部以外のく体曲げ変位 

np  ：N 点における塑性ヒンジ変位 

1n  ：N 点におけるベース内からの軸方向鉄

筋抜出しによる回転変位、 1m で評価 

なお、Y 点は交番載荷試験結果の降伏時、M 点は最

大荷重時、N 点は終局時に相当する。 

ここでは、この変形性能評価式を用いて、断面寸法が

変形性能に与える影響について検討した。 

M 点塑性ヒンジ回転角の実験値は、図－８に示すよ

うに、既往実験値（500mm 角柱）で示す縮小試験体と

異なり、実大試験体は式(5)との対応がよくないことが

わかる。なお、図－８の M 点塑性ヒンジ回転角の実験

値は、M 点変位の実験値から M 点の軸方向鉄筋の抜出

し変位の計算値と塑性ヒンジ部以外のく体曲げ変位の計

算値を差し引き、式 (4)の引張鉄筋比の影響の項

153.079.0 tp を考慮して算定したものである。 

図－９に、APAT 工法の変形性能評価式による計算値

と実験値の比較（荷重）を示し、図－10 に計算値と実

験値の比較（変位）を示す。Y 点荷重、Y 点変位、M

点荷重は、いずれも計算値と実験値がほぼ対応している。

一方、M 点変位、N 点変位は、上述したように、変形

の 90%程度を占める M 点塑性ヒンジ回転角の評価式が

対応しないため、計算値の方が実験値より大きくなった

と考えられる。 
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図－10 計算値と実験値の比較（変位） 

M 点塑性ヒンジ回転角の評価式が実大試験体で実験

値と対応しなくなるのは、断面寸法の影響と考えられる。

文献 6) では、鋼板巻立て補強工法の柱の変形性能につ

いて、M 点の塑性ヒンジの回転角は 600/B（B：柱幅、

単位 mm）に比例するとしている。APAT 工法の場合

500mm の試験体で塑性ヒンジ回転角の評価式を検討し

たので、これを考慮すると（500/600）・600/B より

500/B となる。図－８には M 点塑性ヒンジ回転角に

500/B を乗じて B=800 として算定したラインも示した。

これより、M 点塑性ヒンジ回転角の評価式に 500/B を

乗じて断面寸法の影響を考慮すると、M 点の塑性ヒン

ジ回転角を評価できることがわかる。 

図－10 には、M 点塑性ヒンジ回転角に 500/B を乗じ

て計算値を補正した値も示した。これより、M 点塑性

ヒンジ回転角の評価式に 500/B を乗じて断面寸法の影響

を考慮すると、M 点変位および N 点変位も実験値と対

応することがわかる。 

 

６．まとめ 

 

断面寸法が変形性能に与える影響について確認するこ

とを目的に行った実大試験体の交番載荷試験結果より以

下のことが明らかになった。 

ⅰ．本工法で補強された実大試験体は、優れた変形性

能を示し、曲げ破壊した 

ⅱ．実大試験体と縮小試験体を比較すると、荷重－変

位曲線において履歴性状に大きな違いは認められず、

実大試験体の変形性能は、縮小試験体に比べ僅かで

はあるが低下する 

ⅲ．実大試験体の変形性能は、本工法の変形性能評価

式に、寸法効果の影響を考慮することで適切に評価

できることを確認した 

ⅳ．実大試験体における本工法の損傷状況は、縮小試

験体と同様であることを確認した 

なお、本研究は（財）鉄道総合技術研究所の御指導

の下で実施したものである。 

 

【参考文献】 

1) 松田好史、中村敏晴、宮川豊章、「コンクリートセグ

メントと鋼より線を用いた既設 RC 柱の耐震補強」、

土木学会論文集、No.763/VI-63、pp.185-203、2004 

2)  松田好史、中村敏晴、北後征雄、櫟田正人、宮川豊

章、「改良型セグメントと鋼より線を用いた既設 RC

柱の耐震補強効果」、コンクリート構造物の補修、補

強、アップグレードシンポジウム論文報告集、第 5

巻、pp.85-92、2005 

3) 運輸省鉄道局監修、鉄道総合技術研究所編、「鉄道構

造物等設計標準・同解説 耐震設計」、丸善、1999 

4) 奥 勝幸、藤井 栄、森田司郎、「鉄筋コンクリート

T 形梁の寸法効果」、コンクリート工学年次論文報告

集、pp. 675-680、1988 

5) 星隈順一、運上茂樹、長屋和宏、「鉄筋コンクリート

橋脚の変形性能に及ぼす断面寸法の影響に関する研

究」、土木学会論文集、No.669/V-50、pp.215-232、

2001 

6) 鉄道総合技術研究所、「既存鉄道コンクリート高架橋

柱等の耐震補強設計・施工指針 鋼製パネル組立補

強編」、2006 

7) 日本国有鉄道編、「耐震設計指針（案）解説」、1979. 

8) 国土交通省鉄道局監修、鉄道総合技術研究所編、「鉄

道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構造物」、

丸善、2004 

9) 渡邊忠朋、谷村幸裕、瀧口将志、佐藤 勉、「鉄筋コ

ンクリート部材の損傷状況を考慮した変形性能算定

手法」、土木学会論文集、No.683/V-52、pp.31-45、2001 

10) 鉄道総合技術研究所、「既存鉄道コンクリート高架

橋柱等の耐震補強設計・施工指針スパイラル筋巻立

工法編」、1996 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


